
こんにちは。古町糀製造所の小畑でございます。
新しい年を迎えてしばらくが経ちましたがいかがお過ごしでしょうか。
ニュースでは震災と気象の話題が多くを占める日が続きますが、それだけ人知の及ばな
い、抗うことの難しい事象であると言えます。
備えあれば憂いなしと言いますが、今回のことを一つの契機に、自宅の備蓄や防災用品
の確認をした方も多いのではないでしょうか。
私も居所はもちろん、有事の際の家族との連絡についての確認や、事業所（お店および
製造工場）での対策についてなど、認識を改める機会になりました。

なお、SNS等ではご案内をいたしましたが、当社におきましては今回の震災での人的・
物的被害は一切回避することができ、2日より通常営業を行うことができております。
心配のメッセージ等いただいた皆様におかれましては大変感謝いたします。

バレンタインデーのあれこれ
2月に街を賑わすイベントと言えばバレンタインデーですね。妙にソワソワした学生時
代を思い出す方も多いのではないでしょうか。
バレンタインは一種の商業戦略で、これほどチョコレート業界が湧きたつのは日本くら
いである、ということを聞いたことがあるかもしれません。少し調べてみました。
もともとはキリスト教に由来するお祝いの日、現代でも世界の多くの地域で恋人や家族
と愛を祝い合う日として認識されています。国内でのバレンタインに関する商業的な取
り組みは、1960年代頃から百貨店を中心に発信されはじめ、お菓子メーカーなどの地道
な販促活動もあり70年代にはチョコレートがその贈り物の定番として認識されるように
なったようです。案外歴史が浅いんですね。
商業プロモーションが発展し、イベントとして定着したという話は他にもちらほら聞か
れますが、10年後には「甘酒を贈り合う日」が出来ていることをひそかに祈ります。
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＊糀・さくら餅
1,350円（税込）

2月2日販売

春の商品第一弾は「糀・さくら餅」

年が明けてもまだしばらくは寒さの込む時期が

続きますが、冬の底を過ぎて徐々に芽吹きの季

節に向かって時間は進んでいきます。

冬と春の境目、立春の頃に毎年販売しているの

は時期の和菓子の定番〔桜餅〕をモチーフにし

た糀甘酒です。

お米由来の優しい甘さを存分に活かし、桜葉を

加えることで特有の風味付けをした一本。

発酵元：株式会社古町糀製造所
新潟県新潟市中央区古町通2-533
<古町本店>10時∼17時（⽕曜定休）
＜通販店＞
URL：https://furumachi-kouji.jp/
TEL：0120-850-502（10∼17時・⽕⽇定休）

～小畑社長のつぶやき～
この春に銀座にオープン予定の新潟県の新しいアンテナショッ

プがあります（施設の老朽化に伴い現在の表参道から移転する

格好です）。先日その施設で販売する商品の商談会があり赴い

てきました。現状、当社商品を都心で扱っていただくお店はか

なり限定的。採用していただければもう少しお手に取りやすく

なるものと思います。

15周年記念の取り組み

前号でもちらとお伝えの通り、当店はこの夏でオープンから15周年を迎えます。

これにちなんだ取り組みを、紙面でも順番にご案内します。

目玉として考えている企画は、お客様みなさまからアイデアを募って新規に開発す

フレーバー甘酒商品作り。

当店はこれまでも多種多様な素材と掛け合わせた甘酒商品を作ってきましたので、これに

関する経験やノウハウはそれなりにあります。他方で従来の商品開発は基本的に社内で企

画して進行するもの。この最初段階に皆様の意見も取り入れて進めることができれば、ま

た変わった良い商品ができるのではないか、という試みです。

是非「こんな甘酒飲んでみたい！」という案を考えてお待ちくださいませ。

本件に関する発信や募集はSNSが中心になります。InstagramとXのフォローも忘れずに！

3月から登場するのは「サクラサク」

季節も3月を迎えると、外ではそこかしこから春

の便りが届くころになります。

サクラのエキスとラズベリーを配合した商品

で、春爛漫という言葉のイメージにぴったりの

爽やかな味わい。

そのネーミングから、進学や就職など人生の節

目・転換点を迎える方への贈り物としても喜ば

れている一本です。

＊サクラサク
1,350円（税込）

3月1日販売


